
教科 科目 学年 単位数 

数学 数学 ３年 ５ 

使用教科書 副教材 

数学Ⅰ・数学Ａ (数研出版) 

体系数学２ 幾何編 （数研出版） 

体系問題集数学２ 標準 幾何編（数研出版） 

４ＳＴＥＰ「数学Ⅰ+Ａ」(数研出版) 

チャート式「基礎からの数学Ⅰ＋Ａ」（数研出版） 

１．学習到達目標 

基本的な知識の習得と技能の習熟を図る。また、それらを的確に活用する能力を伸ばすとともに、数学

的な考え方の良さを認識できるようにする。 

 

２．評価の観点と方法 

 

３．学習内容 （右ページ参照） 

 

４．その他（科目の特徴や学習の注意点など）  

   高校の学習内容に入ります。ただし、中学２年生までに中高一貫生向けのテキストでの学習によって導

入済みの考え方も多くあり、毎日の学習習慣を確立して何故そうなるのか考えながら理解してきた人は、

一般の高校１年生と違い、あまり大きな負担・ギャップを感じないで高校内容に移行できます。予習・復

習のしかた、問題集・参考書の使い方など、中学のうちに自分のスタイルとして身につけましょう。 

 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

中学課程の円の性質、三平方の定

理、高校課程の数と式、２次関数、

場合の数と確率、データの分析につ

いての基本的な概念や原理・法則を

体系的に理解するとともに、事象を

数学化したり、数学的に解釈した

り、数学的に表現・処理したりする

技能を身に付けるようにする。  

定期試験や、朝テスト、授業など

における小テストの結果などを総

合的に評価する。 

命題の条件や結論に着目し、数や

式を多面的にみたり目的に応じて

適切に変形したりする力、関数関係

に着目し、事象を的確に表現してそ

の特徴を表、式、グラフを相互に関

連付けて考察する力、不確実な事象

に着目し、確率の性質などに基づい

て事象の起こりやすさを判断する

力、社会の事象などから設定した問

題について、データの散らばりや変

量間の関係などに着目し、適切な手

法を選択して分析を行い、問題を解

決したり、解決の過程や結果を批判

的に考察し判断したりする力を養

う。  

定期試験、授業などにおける小テ

スト、表現活動などを総合的に評価

する。 

数学のよさを認識し数学を活用

しようとする態度、粘り強く考え数

学的論拠に基づいて判断しようと

する態度、問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり、評価・改善し

たりしようとする態度や創造性の

基礎を養う。  

授業態度、課題への取り組み、振

り返り状況などを総合的に評価す

る。 



 

 月 単元 授業内容 その他（到達目標・学習のポイントなど） 

１
学
期 

４ 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

２幾何編 第３章 

「円」 

 

 

 

 

 

２幾何編 第４章 

「三平方の定理」 

 

         

 

 

 

【中学課程修了】 

【高校課程開始】 

数学Ⅰ 

 第 1 章 数と式   

２円周角 

 

４円の接線 

 

 

 

 

１三平方の定理 

 

２三平方の定理と平面図形 

 

３三平方の定理と空間図形 

 

 

 

式の計算 

 

実数 

 

・円周角の定理とその逆について理解し、角を求め図形

の性質を証明する。 

・円の接線の作図や接線の長さを求め、三角形の五心を

理解する。 

・定理の証明、逆の定理の証明、それらを用いて辺の長

さを求め直角三角形であるかの判定を行う。 

・定理を用いて線分の長さ、弦や接線の長さ、２点間の

距離などを求める。 

・ 定理を用いて、直方体の対角線の長さを求め、角錐や

円錐の高さや体積、表面積を求める。 

 

・ 乗法公式・因数分解の公式を理解する。複雑な形にも

これらの公式を応用し、正しく計算する。 

・ 数の分類、絶対値・根号の計算ができる。 

２
学
期 

８ 

９ 

 

 

 

１０ 

 

 

１１ 

 

１２ 

   

第２章 集合と証明 

 

 

  

第３章 2 次関数 

 

 

 

 

 

数学Ａ 

 第 1 章 場合の数と確率 

 

1 次不等式 

集合と証明 

 

 

 

2 次関数とグラフ 

 

2 次方程式と 2 次不等式 

 

 

 

場合の数 

 

・ 不等式の意味を理解し、正確に解く。 

・ 用語の意味・記号の表し方を理解する。命題の真偽、

否定、逆裏対偶、必要条件・十分条件を答案や証明の

中で適切に用いる。 

・ 関数、f(x)の記号の意味を理解する。 

・ グラフを正しく書く。定義域・値域や最大値・最小値

について理解し、場合分けを用いて正しく求める。 

・ 2 次方程式の解の個数や 2 次関数のグラフとの関係な

ど、単に方程式が解けるだけでなく、それらのつなが

りを理解し、不等式の応用問題を解く。 

 

・ 集合の要素や並べ方･選び方などの場合の数を、樹形図

や計算の意味を理解し、正確に求める。 

３
学
期 

１ 

 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学Ⅰ 

第５章 データの分析 

確率 

 

 

 

 

データの分析 

・ 順列組み合わせを用いて解く。反復試行･条件付き確率

の考え方を理解して、いろいろな確率・応用問題を計

算する。 

・期待値の計算ができるようにする。 

 

・データの代表値、四分位範囲、箱ひげ図の考え方を再確

認し、そこから、分散と標準偏差、データの相関、変量の変

換、仮説検定の考え方を学び、考察することで、問題を確

実に解けるようにします。 

 


